
令和 2 年 1 月 10 日昭和37年3月12日
第三種郵便物認可（ ） （第 699 号）

　

我
が
国
に
は
現
在
「
国
民
の
祝
日
」

が
年
間
十
六
日
あ
る
。
祝
日
法
（
国
民
の

祝
日
に
関
す
る
法
律
・
第
一
条
）
に
よ
れ
ば
、

「
国
民
の
祝
日
」
と
は
「
国
民
こ
ぞ
っ
て

祝
い
、
感
謝
し
、
又
は
記
念
す
る
日
」
で

あ
り
、
そ
の
日
は
休
日
と
な
っ
て
ゐ
る

（
同
第
三
条
）。
で
は
、
こ
の
祝
日
の
趣
旨

や
由
来
を
軽
視
し
、
休
日
に
重
点
を
置
い

て
祝
日
を
考
へ
る
と
ど
ん
な
こ
と
に
な
る

か
。

　

例
へ
ば
昭
和
四
十
一
年
に
設
け
ら
れ
た

「
体
育
の
日
」
だ
が
、
こ
の
祝
日
は
前
回

（
昭
和
三
十
九
年
）
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
「
輝
か
し
い
成
果
」
と
「
体
育
の
重

要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
」
た
め
に

「
開
会
式
」
当
日
の
「
十
月
十
日
」
を
祝

日
と
定
め
た
も
の
で
あ
る
（
総
理
府
総
務

副
長
官
・
文
部
事
務
次
官
通
達
）。
と
こ
ろ
が
、

平
成
十
年
の
祝
日
法
の
一
部
改
正
（
祝
日

の
一
部
を
月
曜
日
に
移
行
し
て
、
土
・
日
に
続

く
三
連
休
と
す
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制

度
」
の
導
入
）
に
よ
り
「
十
月
の
第
二
月

曜
日
」
と
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
今
年
に
限
り
開
会
式
当
日
の
「
七

月
二
十
四
日
」
に
変
更
さ
れ
、
来
年
か
ら

は
ま
た
「
十
月
の
第
二
月
曜
日
」
に
戻
る
。

加
へ
て
「
体
育
の
日
」
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の

日
」
に
名
称
が
変
更
と
な
っ
た
（
令
和
二

年
一
月
一
日
施
行
）。
祝
日
が
こ
こ
ま
で
二

転
三
転
す
れ
ば
、
祝
日
の
意
識
は
す
っ
か

り
薄
れ
て
人
々
の
関
心
は
専
ら
休
日
へ
と

向
ひ
、
本
来
、「
祝
日
の
た
め
の
休
日
」

で
あ
っ
た
筈
の
も
の
が
、
祝
日
は
単
な
る

休
日
へ
と
近
付
き
、
謂
は
ば
「
祝
日
の
休

日
化
」
現
象
が
起
る
。
自
国
の
歴
史
や
文

化
に
結
び
付
い
た
祝
日
の
色
合
ひ
を
薄
め

て
休
日
化
へ
の
傾
向
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る

ほ
ど
、
そ
の
同
じ
分
量
だ
け
民
族
の
共
通

体
験
の
記
憶
は
遠
ざ
か
り
、
自
国
意
識
と

国
民
的
連
帯
感
の
稀
薄
化
に
拍
車
が
か
か

後
の
「
祝
日
」（
制
定
当
初
は
年
間
九
日
）

で
あ
る
。
改
称
さ
れ
た
祝
日
は
、
戦
前
の

祭
祀
と
は
全
く
別
物
と
な
っ
た
。
例
へ
ば
、

「
新
嘗
祭
」（
天
皇
が
新
穀
を
天
照
大
神
に

お
供
へ
に
な
り
、
そ
の
年
の
稔
り
を
も
た
ら
し

た
神
恩
に
感
謝
さ
れ
た
後
、
ご
自
身
も
お
召
し

上
が
り
に
な
る
祭
祀
）
が
、「
勤
労
感
謝
の

日
」（
勤
労
を
た
っ
と
び
、
生
産
を
祝
い
、
国

民
た
が
い
に
感
謝
し
あ
う
日
）
に
変
更
さ
れ

た
の
は
そ
の
格
好
の
事
例
で
あ
ら
う
。
皇

室
祭
祀
の
「
大
祭
」
で
あ
っ
た
「
新
嘗

祭
」
が
、
日
取
り
は
同
じ
十
一
月
二
十
三

日
と
は
言
へ
、
何
故
こ
の
日
が
祝
日
と

な
っ
た
の
か
も
定
か
で
な
い
「
勤
労
感
謝

の
日
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

我
が
国
は
太
古
の
時
代
か
ら
、
稲
穂
を

田
に
植
ゑ
、
秋
に
は
豊
か
な
稔
り
を
も
た

ら
す
神
恩
に
感
謝
す
る
年
ご
と
の
祭
祀
を

繰
り
返
し
て
来
た
。
こ
の
繰
り
返
し
の
祭

祀
と
共
に
あ
っ
た
人
々
の
生
活
に
は
遙
か

に
遠
い
時
代
か
ら
の
伝
統
が
息
づ
い
て
ゐ

た
。
こ
の
国
民
意
識
を
消
し
去
る
た
め
に
、

「
祝
祭
日
」
の
全
体
的
見
直
し
を
強
制
さ

れ
た
の
が
戦
後
の｢

祝
日｣

で
あ
っ
た

の
な
ら
、
今
度
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
眼
で

そ
の
「
祝
日
」
の
全
体
的
見
直
し
を
行
ひ
、

か
つ
て
の
祝
祭
日
の
在
り
様
や
先
人
た
ち

の
生
活
の
型
を
蘇
ら
せ
た
い
。
さ
う
す
れ

ば
、
こ
こ
に
も
日
本
再
生
の
糸
口
が
見
つ

か
る
に
違
ひ
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

− 1 −

る
こ
と
だ
ら
う
。「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー

制
度
」
は
こ
の
流
れ
に
棹
さ
し
た
最
た
る

も
の
で
あ
る
。

　

被
占
領
期
（
昭
和
二
十
三
年
）
の
祝
日
法

の
制
定
に
伴
ひ
昭
和
二
年
の
「
休
日
ニ
関

ス
ル
件
」（
勅
令
第
二
五
号
）
は
廃
止
さ
れ
、

「
祭
日
及
祝
日
ヲ
休
日
ト
ス
」
と
の
休

日
規
定
が
、「
国
民
の
祝
日
は
休
日
と
す

る
」
と
改
め
ら
れ
た
。
則
ち
「
祭
日
及
祝

日
」
か
ら
「
祭
日
」
が
削
除
さ
れ
、
戦
後

の
祝
日
法
は｢

祝
日｣

に
一
本
化
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
延
長
戦
上
に
今
日
の
年

間
十
六
日
の
祝
日
が
あ
る
。

「
祭
日
」
が
消
去
さ
れ
た
背
景
に
は
、

神
道
と
宮
中
祭
祀
を
敵
視
し
、戦
前
の「
祝

祭
日
」
の
全
面
的
見
直
し
を
強
制
し
た
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
（
神
道
指
令
）
が
あ
る

と
言
っ
て
大
過
な
か
ら
う
。
祝
日
法
第
一

条
に
は
、「
日
本
国
民
が
、
美
し
い
風
習

を
育
て
つ
つ
、
よ
り
よ
き
社
会
」
云
々
と

あ
る
が
、
こ
の
「
美
し
い
風
習
を
育
て
つ

つ
」
の
文
言
は
、「
た
だ
し
い
伝
統
を
ま

も
り
つ
つ
」
と
の
原
案
が
こ
の
や
う
に
修

正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か

れ
ら
の
言
ふ
日
本
の
「
民
主
化
」
の
た
め

に
、「
祝
祭
日
」
の
分
野
に
も
容
赦
な
く

伝
統
断
絶
の
力
が
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

か
う
し
た
意
図
の
下
に
、
昭
和
二
年
の

「
祝
祭
日
」（
年
間
十
一
日
）
を
廃
止
若
し

く
は
名
称
変
更
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
戦

  

祝
祭
日

0

0

0

を
蘇
ら
せ
よ
！

　
　
　—

国
民
意
識
を
消
し
去
っ
た
「
国
民
の
祝
日
」—　

理
事
長　
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